
（宿泊事業者向け資料） 

＊宿泊施設情報発信・訂正作業が大変で苦労をしていませんか 。  

 旅館・ホテルでは右の図のように、旅行会社、ネット旅行

社、市町村、県など宿泊施設の調査（タリフ）の記入に苦労

をしていませんか。しかも各社書式が違い、記入の度に頭を

悩ませませんか。又毎日の営業で施設情報がかわった時、変

更の届けは十分ですか、送客の少ない旅行社は後回しにして

失念する事は有りませんか、その結果客様にご迷惑を掛たり、

トラブルで困ったことはありませんか。 

 この問題の解決に参加しませんか。一台のＰＣとインター

ネット接続と力を合わせようとの気持ちで解決の一歩踏み

出すことが出来ます。 

＊どの様にして解決するのでしょうか？ 

 今年、 国連の情報標準化機関 UN/CEFACT が標準宿泊施設

情報を認定しました、又 旅行電子取引促進機構ＪＴＲＥＣが

その標準形式でデータ入力できるプログラムを開発し無償提

供いたします。 

 その二点を活用し 右図のように、各宿泊施設の宿泊施設

情報を各宿泊施設のＰＣに国連標準形式で作成し、インター

ネットに繋がるサーバーから旅行会社、ネット旅行社、市町

村、県などに自由に参照して戴きます。 

 当初はサーバーを用意できない施設にはＪＴＲＥＣが無償

でサーバーを提供いたします。 

又、各施設情報がどのサーバーに有るか判らないと利用することは出

来ません、各施設情報の所在を記録する電話帳の機能はＪＴＲＥＣのサーバーで管理し広く公開致します。 

 この様に観光施設情報が情報発信元近くの一カ所で管理が可能になることで、最新の新鮮な情報を世界に発信

することが可能になります、着地型の情報システムと言えます。 

＊観光情報発信のイノベーションに参加しましょう 

 しかしながら、問題の解決は歩いてきません、この情報発信のイノベーションも多くの宿泊施設が参加し、旅

行会社、ネット旅行社、市町村、県などが利用し価値を高めていきます。先ず参加宿泊施設は毎月同業宿泊施設

を一軒仲間に迎えましょう。その結果四千件を超える仲間が出来ます、そして二年間情報メンテナンスを続けま

しょう。その間には経費節減が可能な観光情報収集に旅行会社、ネット旅行社、市町村、県などが芽生えます。 

＊その次はどうなるのでしょうか？ 

 近く、標準宿泊商品情報形式がＵＮ／ＣＥＦＡＣＴに登録されます、それに合わせてＪＴＲＥＣでは商品情

報入力プログラムを開発します、その結果宿泊商品が世界に向けて売り出すことが可能になります、此の仕組み

の即時性が発揮されます。その次には地域観光情報形式、予約関連情報形式の開発が計画されています。 



＊操作方法の概要は？（ユーザーガイドより抜粋） 

① JTREC のサーバーに「新規登録」をする 

・ 施設名称 

・ 英数字４～１２桁の施設コード 

・ パスワード 

・ 登録用合言葉 

 

② サーバーに「ログイン」する 

 

③ 施設データの入力 

 

 

④ 作成したパソコンの施設情報 XML データを、JTREC のサーバーにアップロードする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤詳しくは http://www.jtrec.org/iida/ryokan.htm を参照して下さい。 



＊登録した宿泊施設情報はこんな便利になります？ 

① 簡単にホームページが作れます、そして自動的に最新情報に更新します。 

・ＪＴＲＥＣの用意するモデルホームページに各宿泊施設の登録データを結びつけると、ホームページが完成し

ます、宿泊施設情報に変更があるときは、登録情報を変更する事により、自動的にホームページが最新情報に変

更されます。 

 

② 毎年苦労している、旅行社毎の提出書類が最新の情報で印刷出来ます。 

・ＪＴＲＥＣの用意するＷＥＢサービスを利用することにより、最新の登録した施設情報の内容で 旅行社毎の

形式で印刷が出来ます。 

 

③ JTREC 提供入力プログラムで入力しますと自動的に携帯サイトに登録され携帯から検索出来ます。修正も自

動的に修正反映致します。 

      （http://www.jtrec.org/・・・・・・・）参照 

 

④ 宿泊事業者の情報収集を望む旅行会社、ネット旅行社、市町村、県などは毎年提出する提出書類の変りに、

登録施設情報から直接情報収集します。新しい実績のない旅行会社、ネット旅行社、市町村、県などに手間、経

費が無く情報提供が出来ます 

 

⑤世界へ宿泊事業社は電子計算機再処理可能形式情報を発信できます。 


